
教育・保育施設等をご利用の保護者の方へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

預け始めの時期に子どもの死亡事故が多く発生しており，その要因として，環境の変化から子どもに 

慣らし保育（短い時間の保育）から始めましょう 

強いストレスがかかり，急な不調につながるなどのリスクが指摘されています。 

預け始めの時期においては長時間の保育ではなく，徐々に保育の環境に慣れていくことが重要で 
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教育・保育施設等においての死亡事故 

０歳・１歳児の死亡事故が約６割を占めている。 

※ 内閣府子ども・子育て本部 

  こども家庭庁成育局安全対策課 

  文部科学省総合政策局男女共同参画共生社会学習・安全課 

「教育・保育施設等における事故報告集計」 

（令和２年～令和４年）より 

死亡事故発生時の状況 

特に乳児は心身の様々な機能が未熟であり，

成人と比べると鼻道や後鼻孔が狭く，気道も

細いため，呼吸困難に陥りやすい。０～２歳児

は顔が見えるように仰向けに寝かせ，子ども

を１人にしない等の注意が必要。 

※左記同様 

睡眠中

26.7%

食事中

20.0%

その他

53.3%

※原因が不明な

もの等を分類

あり，事故発生の危険性を軽減するために，慣らし保育を取り入れ，短い時間から始めましょう。 

預け入れる際には，

お子さんの既往歴や

性格の特徴，普段と

預ける当日の様子の

違いなど，ちょっと

したことでも施設へ

伝えましょう。 

〈令和６年１月発行〉 

高知市こども未来部保育幼稚園課 

 

特に乳児は慣れない環境や， 

環境の変化がストレスの 

要因といわれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


